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４ 月 の 予 定 （発行日当日現在の予定） 自らの考えや想いを語れる藤中生に
今年の藤沢中教育の大柱を、昨年度に引き続き「藤中生の自

尊感情を高める」としました。その実現のための具体策として
“自らの考えや想いを語る”場面を学校生活の中に数多く提
供していきます。ご理解・ご協力お願いいたします。
３月に行われた三年生を送る会の練習時には、門倉実行委員

長や小島生徒会長が
生徒全員に「こんな
三送会にしたい！」
や「三年生に感謝の
想いを伝えよう」と
現在の二年生や三年
生に熱く訴えていた
のがとても印象的で
した。是非、藤中生
の皆さんが、一年生
は一年生らしく、三
年生は最高学年に相

応しい「語る力」を 第 １ 号
身に付けていけることを期待しています。 4月１４日(金)

第７１回 藤沢中入学式 一年生立派な姿

今年の入学式は、春の暖かさ一杯で桜
吹雪の舞う絶好の日となりました。１０
４名の新入生が、少し大きめの制服に身
を包み、笑顔の中に藤中生になる決意を
秘めた姿で入学式に臨んでくれました。
私（中学校長）が参列した藤沢小の卒業
式で見た姿とはしっかりとスイッチを切
り替え、服装はもちろんのこと、髪型や
立ち振る
舞いまで
見事に中
学一年生

らしくなっていたのが素晴らしかったです。
新入生一人一人が担任の呼名に元気な返事で

返し、壇上の私に微笑みを返す余裕さえ見せて
くれました。ご来賓の方々からもその態度にお
褒めの言葉をいただきました。
頑張れ一年生！期待しています。

２９年度 藤沢中３７名職員紹介
◎ 学級編成

学年 第 1学年 第２学年 第３学年 特支援 計
学級数 ３ ３ ３ ０ ９
生徒数 １０３ ９１ ９０ ０ ２８４
男子 ４５ ４９ ４８ ０ １４２
女子 ５８ ４２ ４２ ０ １４２

◎ 教務部

２９年度当初人事異動です 校 長 山口 勝 教 頭 金子 裕一
教務主任 浦部 誠 養護教諭 小玉 美夏

☆退職・転出職員（ おせわになりました。） 事務主査 荒井 雅子 美術科担当 清水 裕子
学校栄養職員 市川 智美 校務員 平尾 則好

退職 学校総合支援員 藤野 香 中学校学習支援員 村川 栄
柴崎 俊夫 学校総合支援員 任期満了 ６年 ｽｸｰﾙﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾀｰ 神尾 啓太 教育相談員 荒木 君代
田尻 殷珠 教育相談員 任期満了 ３年 ＡＬＴ リーガン・ドーソン 図書館補助員 曽田 友恵
小内 勇 校務員 任期満了 ３年 日本語指導員 堀 美佐子 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 山下 里沙
関口喜見代 図書館補助員 任期満了 ３年 給食調理員 石関 美枝
貴舩 裕子 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 任期満了 １年 杉本 明美
内田 圭子 中学校学習支援員 任期満了 １年 榊田美智子
鯨井 文代 初任者研修担当 任期満了 １年 福島由香里
伊藤 友美 ｽｸｰﾙﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾀｰ 任期満了 １年 冨田 徳子

転出 ◎ 第１学年
清水 裕子 教諭（深谷市立明戸中へ） １０年 学年主任 栗田 淳 １－１ 山本 京子
塚越 善博 教諭（寄居町立城南中へ） ７年 １－２ 秋元 理央 １－３ 大森 肇哉
中井美貴子 教諭（深谷市教育委員会へ） ５年 副担任 田村さゆり
長谷川尚美 教諭（深谷市立川本中へ） １年 ◎ 第２学年
長谷部達哉 教諭（熊谷市立三尻中へ） １年 学年主任 大坪 敏夫 ２－１ 塚越 仙章

２－２ 三澤 正太 ２－３ 蜂巣 恵子

☆転入職員 （宜しくお願いします） 副担任 島田 千恵

蜂巣 恵子 教諭 （寄居町立城南中より） ◎ 第３学年
平尾 則好 校務員 (新規) 学年主任 笠原 裕子 ３－１ 大竹 真人
曽田 友恵 図書館補助員 (新規) ３－２ 室田 貴子 ３－３ 溝口 勝也
神尾 啓太 ｽｸｰﾙﾗｲﾌｻﾎﾟｰﾀｰ （新規） 副担任 笠原 久枝 高橋 宏典
山下 里沙 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ （新規）
藤野 香 学校総合支援員 （新規）
村川 栄 中学校学習支援員（新規）
荒木 君代 教育相談員 （新規）

※裏面に始業式での学年代表の言葉と入学式での新入生代
表の言葉を掲載しました。

日曜 ４月 行事予定
1 土
2 日
3 月春季休業日・新転任職員着任・あいさつ回り
4 火
5 水
6 木お花見会
7 金新３年生準備登校
8 土
9 日
10 月始業式・入学式
11 火全校ガイダンス・緊急連絡ｻｲﾄｱｸｾｽ日・避難

訓練(5校時）
12 水新入生を迎える会・部活紹介・身体測定・生徒

個人写真
13 木県学力学習状況調査・身体測定予備・部活見学

・ＰＴＡ理事会
14 金離任式・パスート全校ガイダンス・学年朝会
15 土
16 日
17 月全校朝会(任命式）・専門委員会①・尿検査・内

科健診(１年）
18 火全国学力学習調査（３年）・尿検査
19 水朝読書スタート
20 木聴力検査(１年）・仮入部（２７日まで）
21 金生徒個人写真予備日・内科健診(３年）
22 土授業参観・ＰＴＡ総会・学級懇談会・ふれあい

昼食会・ＰＴＡ歓送迎会
23 日開校記念日
24 月心電図(１年）
25 火眼科検診(1･3年）※2年は抽出
26 水全校朝会・聴力検査(３年）
27 木歯科検診(全）・尿検査予備日
28 金本入部・部活動懇談会
29 土昭和の日・オープンガーデン
30 日北辰テスト・オープンガーデン
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《 ３年生になって思うこと 》 ３－３ 大屋 祐輔
私達は今日から藤沢中学校の最高学年、三年生になります。私達が全ての面で学校全体をリードしていかなくてはならないということです。

また、一年間色々な行事などがありますが、全て「中学校生活最後の」という言葉が頭につきます。どの行事も全力でやり抜いていきたいと
思います。
まずは最後の学総大会、私達野球部の目標はもちろん県大会優勝です。熱心に指導してくれている先生方やいつもサポートしてくれている

親の思いにも応えられるよう良い結果を出したいと思います。
次は、受験です。私達にとって中学校最後の試練でもあり、大事な将来に向けての第一歩です。やり直すことが出来ないこの一年だからこ

そ一日一日を大切に学習に取り組んでいきます。
学校生活の中では、学年の課題である「積極性」「自主性」が伸ばせるよう、全力校歌やあいさつを実行していきたいです。自分自身どん

なことにも手を抜かず、学年の仲間で達声を掛け合いながら、大変な時でもみんなが協力しあって頑張っていきたいです。

《 ２年生の抱負 》 ２－３ 清水 大智

私は、２年生になり次のことに力を入れていきたいと思います。
一つ目は生活面です。二年生に進級し、一年生の頃の生活態度では時間を守れない人がいたり、無言清掃が出来てない人がいたり、廊下に

出て遊んでいる人がいました。そこで、あいさつや返事・時間を守るなど当たり前のことを当たり前に出来るようにし、先輩としての手本を
示し、学年全体として更に向上していきたいと思っています。
二つ目は学習面です。私は苦手な教科が多いので、自主勉強を一日最低一時間以上やり、ワークをこなしていきたいです。さらに今年度は

テスト前の勉強を２時間以上やるなど強化していきたいです。
三つ目は部活動です。部活動に一年生が入り、三年生も学校総合体育大会予選に向けて力を入れているので、私たち二年生がサポートして

いかなくてはなりません。学校総合体育大会が終わると三年生が引退し二年生が部活を引っ張ることになります。部活以外でも先輩として学
校生活等の手本にならなくてはなりません。後輩である一年生へ技術面での手本になるだけでなく。生活態度面でも良き先輩になりたいと思
います。
四つ目は行事です。二年生では一年生に引き続け体育祭や藤並祭があります。さらにスクールキャンプや立志式もあり、行事で成長できる

チャンスが増えると思います。私は生徒会本部役員としての立場も生かし、学年全体を良い方向へ導くために、進んでみんなに声がけをし、
自主的な行動が出来るように働きかけていきたいです。

最後に、二年生が 三年生を支え、昨年度
以上の成長ができる よう過ごしていきたい
です。

《 新入生代表の言葉 》 １－３ 笠原 美咲

私が中学校で頑張りたいことは、三つあります。
一つ目は勉強です。中学校では、数学や英語など小学校で習わなかった教科を勉強します。だから担当の先生が授業中話していることや黒

板に書いていることをしっかりと聞き、書き取って勉強していきたいです。また勉強をしていく中で分からないことが出てきた時は、自分か
ら積極的に先生や友達に聞いたり、自主学習などをたくさんやって一人でも解決できるようにしていきたいです。
二つ目は部活動です。私は小学校三年生の時からバスケを習い始めて、これからずっと続けていきたいので中学校の部活動もバスケ部に入

部したいと思います。また練習はもちろんのこと、準備や後片付けも手を抜かずに一生懸命にやりたいです。そして真剣に取り組み試合に出
られるようになりたいです。
三つ目はあいさつをしっかりとすることです。中学生になると小学生の時以上にしっかりとしないといけないと思います。だから日頃から

先輩や先生、友達に会ったら、相手の目を見て自分から積極的にあいさつできるようにしたいです。その他にも小学校で学んできた集団生活
の仕方などをいかして生活していきたいです。私は中学校生活で特に、勉強と部活動に真剣に取り組み少しでも良い結果が出せるように一生
懸命に頑張りたいです。その他にも色々なことに興味を持ち積極的に挑戦したり、人に優しく出来る人になりたいです。中学校生を充実して
悔いのない楽しい三年間にしたいと思います。


